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「看護婦」のイメージ形成に影響を及ぼす要因の分析
根岸茂登美1) 加城貴美子2)
要旨
看護学生の「看護婦」のイメージ形成に影響を及ぼす要因として、就業経験との関連性について明らか
にする目的で、入学前に就業経験を持つ割合の高い看護婦2年課程定時制の学生96名を対象に調査を行っ
た。その結果、「看護婦」のイメージ形成と先行する就業経験との関連性が明らかになり、今後の教育へ
の示唆を得た。
結果は以下のごとくであった。
1.学生の平均年齢は他の課程の学生に比べて高く、年齢構成の範囲も広い。
2.学生のほとんどが高等学校卒業の一般学歴をもち、多くが准看護婦課程の就学機関として准看護婦養
成所を卒業している。
3.学生のほとんどが2年課程入学後も勤務している、いわゆる勤労学生である。そのうち病院に勤務す
る学生の割合は、診療所に勤務する学生より多い。勤務している診療科としては、内科、精神科、 2診
療科以上の混合、産婦人科の順である。
4.看護職決定の時期として、「高校生」、「中学生」が約半数を占めている。
5.看護職選択理由は、「資格取得のため」、「社会に貢献したい」、「身近にいた看護識の影響」の順であ
る。
6. 2年課程への進学理由は、「准看護婦よりもさらに学習したい」、「看護婦資格取得のため」が大半を
占めている。
7. 2年課程入学前の就業経験は、約半数が准看護婦として働いた経験をもち、その期聞は3年未満が約
半数で、 10年以上の学生もいた。
8. S. D. Scaleによる就業経験別にみた「看護婦」のイメージは、 15項目の形容調対尺度に有意差がみ
られた。
9. S. D. Scaleによる准看護婦としての就業期間別にみた「看護婦」のイメージは、 10項目の形容調対
尺度に有意差がみられた。
キーワード:2年課程定時制、就業経験、 S.D.法 Csemanticdifferential technique)、
「看護婦」のイメージ、イメージ形成
1.はじめに
看護学生の「看護婦」のイメージ形成に関する研
究はこれまでにも行なわれているけのの叫が、イメー
ジ形成に影響する要因として、先行する就業経験と
の関連性から検討したものは少ないロイメージは、
先行経験である事柄に対する評価の結果が情緒的に
想起されたものであるといわれている。そこで、就
1 )湘南看護専門学校
2 )川崎市立看護短期大学
業経験と「看護婦」のイメージの関連を分析するた
め、就業経験をもっ割合の高い看護婦2年課程の学
生を対象に調査を実施した。 1995年現在、全国には
431校の2年課程があるが、その教育機関は看護短
期大学をはじめ、高等学校専攻科、全日制または定
時制養成所、通信制がある。このうち特に定時制養
成所に通う学生は、入学前に就業経験をもっている
者が多いことから、今回は2年課程定時制養成所の
学生を対象とした。イメージ調査には、‘対象に認識
する情緒的意味すなわち‘対象をめぐって表象する
情緒的イメージ(観念の感情的側面)，を測定する
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Table 1 対象の年齢・性別 n=96 
年
grade number χ SD 
1年生 n=34 25.18 5. 15 
2年生 n=34 25.29 6.03 
3年生 n=28 25.00 3.21 
全 体 25.17 4.98 
一手法として知られている S.D.法 Csemanticdif-
ferential technique)5)を用いた。その結果、今後の
教育に示唆を得たので報告する。
l.研究方法
1 .調査対象:2年課程定時制学生 1--3年生104
名中、研究に同意の得られた96名。
2.調査内容:
1)対象の属性(1昨齢、性別 (2)学歴 ①一般
学歴②専門学歴(卒業した准看護婦課程の就
学機関) (3)現在 C2年課程入学後)の勤務状
況
2)職業意識(1)看護職決定時期 (2)看護職選択
理由 (3) 2年課程進学理由
3)就業経験(1)2年課程入学前の就業経験 (2) 
准看護婦としての就業期間
4) 1看護婦」のイメージ
3.調査方法:半構成的質問紙による集合調査
4.調査期間:1995年12月13日--12月20日
5.分析方法:対象の属性、職業意識、就業経験に
ついて集計し、「看護婦」のイメージ測定の結果
と就業経験との関連を分析した。統計学的分析に
は汎用統計学パッケージ SPSSを用い、 t検定、
ど検定を行った。
6.尺度の説明:1看護婦」のイメージを測定する
方法としてはS.D.法を用いた。 S.D.法は、
Osgood. C. E.によって開発され、対象(本研究
の場合は対象=1看護婦J)に認識する情緒的意味
を測定する一手法でイメージの測定分析に適して
いる。この S.D.法を用い松村らヘ井津ら7)及び
永田切ま使用した形容調対尺度を参考に一部修正
を加え、 30項目を選定し S.D. Scaleを作成した。
評定段階は7段階評定とし、左右に対になる形容
齢
部
'性 日IJ
range man % female % 
19-38 4.2 31. 3 
20-45 3. 1 32.3 
20-33 2. 1 27. 1 
19-45 9.4 90. 7 
Table 2 一般最終学歴 n=96 
区分 人数 構成割合%
中学校 3 3. 1 
高等学校 90 93.8 
短期大学 1.0 
大 ρ子主d弘 2 2. 1 
三十 96 100.0 
Table 3 専門学歴 n=96 
区分 人数 構成割合%
准看護婦養成所 84 
高等学校衛生看護科 12 
計 96
87.5 
12.5 
100.0 
調を置き、中心を「どちらでもない」とし、そこ
から左右に等間隔で「やや」、「かなり」、「非常に」
の順に評価基準を定めた。この基準の中心をO点、
左に 1点、 2点、 3点、右に-1点、 -2点、-
3点と点数化した。
il.結果
1.対象の属性
対象は看護婦2年課程定時制学生 1年生35名中
34名、 2年生35名中34名、 3年生34名中28名の計
96名。回答率は92.3%であった。
1)年齢、性別
Table 1に示すように、平均年齢は25.17歳で、
Table 4 現在の勤務状況 n=96
区 分 人数 構成割合%
勤務している 73 76.0 
ア/レバイト 17 17.7 
休職 中 4 4.2 
勤務していない 2 2. 1 
計 96 100.0 
Table 5 現在の勤務施設 n=90 
区 分 人数 構成割合%
Ni 院 68 75.6 
イrMミi診療所 15 16. 7 
1!l~床診療所 7 7.8 
計 90 100. 1 
Table 6 現在勤務している診療科 n=90 
診療科rK分 人数 構成'，I1J(t 'Yt， 
内 科 20 22.2 
精神科 13 14.4 
産婦人科 11 12.2 
JI司令1経外科 6 6. 7 
外 科 :3. 3 
整形外科 1. 1 
混 l口L 12 13. :3 
その他 24 26. 7 
90 99.9 
年齢構成は19--45歳の範囲であったo性別は、 96
名中男性が1年生4名、 2年生3名、 3年生2名
の計9名 (9.4%)で、女性が87名 (90.7%)で
あったo
2)学歴 (1 )一般学歴 (2)専門学歴
一般最終学歴は、 Table2に示すように、 90名
(93.8%)が高等学校卒業で、 3名 (3.1%)が中
学校卒業、 1名(1.0%)が短期大学卒業、 2名
(2.1%)が大学卒業であった。またTable3に示
すように、専門学歴である准看護婦課程の卒業就
学機関は84名 (87.5%)が准看護婦養成所、 12名
(12.5%)が高等学校衛生看護科であった。
3) 2年課程入学後の勤務状況
現在の勤務状況を Table4に示した。 2年課程
入学後もアルバイトを含め、 90名 (93.7%)が就
業しているいわゆる勤労学生であり、休職中もし
くは勤務していない学生はわずか6名 (6.3%)
であった。現在の勤務施設と診療科を Table5 
とTable6に示した。勤務している学生のうち、
68名 (75.6%)が病院、 15名(16.7%)が有床診
療所、 7名 (7.8%)が無床診療所に勤務してい
る。勤務している診療科は、内科が最も多く 20名
(22.2%)、次いで精神科13名(14.4%)、 2診療
科以上の混合が12名(13.3%)、産婦人科1名
(12.2%)の順であった。
Table 7 看護職決定時期 n=96 
時 期 人数 構成割合%
小学校入学前 7 7.3 
小学生 14 14.6 
中 学生 27 28. 1 
高校生 29 30.2 
高等学校卒業後 14 14.6 
そ の他 5 5.2 
計 96 100.0 
Table 8 看護職選択理由 n=96 
理 由 人数 構成割合%
資格取得のため
社会に貢献したい
身近にいた看護職の影響
自分の病気，入院体験
身近に病院がいたから
周聞の的め
看護臓に向いている
給料がよし、
その他
???
???
??????
? ??
18.8 
16.7 
12.5 
11. 5 
11. 5 
10.4 
8.3 
1.0 
9.4 
96 100. 1 
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2.職業意識
1)看護職を決定した時期
看護職を決定した時期は Table7 
に示すとおり、 29名 (30.2%)が
「高校生」、 27名 (28.1%)が「中
学生」、「小学生」および「高等学
校卒業後」がそれぞれ14名
(14.6%)であった。
Table 9 2年課程への進学理由 n=96 
理
?
人数 構成割合%
准看護婦よりもさらに学習したい 39 
看護婦資格取得のため 32 
将来的に保健婦・助産婦資格取得のため 9 
周囲の薦め 7 
准看護婦制度廃止が叫ばれているから 3 
准看護婦よりも給料が高い 1 
その他 5 
2)看護職を選択した理由
看護識を選択した理由は、 Table
8に示すとおり、「資格取得のた
め」が18名(18.8%)で最も多く、
次いで「社会に貢献したい」が16
名(16.7%)、「身近にいた看護曜の影響」が12名
(12.5%)、「自分自身の病気や入院体験から」と
「身近に病人がいたから」がそれぞれ1名
(11.5%)であった。
40.6 
33.3 
9.4 
7.3 
3.1 
1.0 
5.2 
計 99.9 96 
3) 2年課程へ進学した理由
2年課程へ進学した理由は、 Table9に示すとお
り、「准看護婦よりもさらに学習したい」をあげ
た学生が39名 (40.6%)と最も多く、次いで「看
護婦資格取得のため」が32名 (33.3%)であった。
3.就業経験
1) 2年課程入学前の就業経験
2年課程入学前の就業経験について、「准看護婦
としての経験を有する」、「看護助手のみの経験を
有する」、「他職種経験を有するのみ」、「勤務した
経験なし」の4つのカテゴリーにわけで集計した
結果がTable10である。 47名 (49.0%)が准看
護婦としての経験をもち、 41名 (42.7%)が看護
助手のみの経験をもっていた。また、他職種経験
のみをもっ学生が3名 (3.1%)おり、勤務経験
がまったくない学生は5名 (5.2%)であった口
2)准看護婦として就業した期間
前記 1)の2年課程入学前の就業経験のなかで、
准看護婦としての経験を有する学生.47名について、
その就業期間を、 13年未満」、 13-5年未満」、
15 --10年未満」、 110年以上」の 4つの区分に分
けて集計した結果はTable1である。 3年未満
が26名 (55.3%)で、 3--5年未満が7名(14.9
%)、 5--10年未満が8名(17.0%)、10年以上が
Table 10 2年課程入学前の就業経験 n=96 
可能 種 人数 構成割合%
准看護婦経験あり 17 49.0 
看護助手経験のみ 41 42. 7 
他職種経験のみ 3 3. 1 
勤務経験なし 5 5.2 
計 96 100.0 
Table 1 准看護婦としての就業期間 n=47 
期 ~l] 人数 構成割合%
3年未満 26 55.3 
3~5 年未満 7 14.9 
5 ~10年未満 8 17.0 
10年以上 6 12.8 
計 47 100.0 
6名(12.8%)であった。
4. r看護婦」のイメージ
1) S. D. Scaleによる「看護婦」のイメージ
Figure 1は、 S.D. Scaleによる30項目の形容調
対尺度を用いて測定した「看護婦」のイメージフ。
ロフィールである。 30項目のうち、中心の0点か
ら士1.0以上の項目は15項目あり、その平均値の
比較から「現実的」、「深みのあるJ、「特色のある」、
「複雑」、「強い」、「はりつめた」、「動的」、「洗練さ
れた」、「広い」、「清潔」の順にイメー ジしていた。
また、 Figure2-Figure 4は学年別のイメージプ
ロフィールである。 1年生と 2年生の平均値の差
-30 
静き
強い
蝿しい
黛しい
暗い
のんびりした
地暗な
晴艶な
静かな
落ち着いた
あたたかい
固い
量い
視しみやすい
大曹い
Lゃれた
特色白島る
理みの晶る
l!I:績された
わかりやすい
動的な
績細な
鮮やかな
費宣した
纏砲な
広い
現実的な
珊潔な
T寧な
-1 -2 -3 
峰い
現い
みに〈い
つまらない
明るい
はりつめた
源手な
瞳蝿な
騒々しい
活発な
つめたい
やわもかい
騒い
親Lみに〈い
'1、さい
やぼったい
晶り曹たりな
うすっベらな
輔野な
わかりに〈い
静的な
文胞な
淡い
不安定な
脱帽な
壊い
幻理的な
不理な
乱畢な
軒 Lい : : 、 目 : 目古い
Figure 1 S. D. Scaleによる「看鍾婦」のイメージ
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Figure 3 S. D. Scaleによる「看護婦Jのイメージ
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Figure 2 S. D. Scaleによる「看護婦」のイメージ
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Figure 4 S. D. Scaleによる「看護婦」のイメージ
プロフィール -3年生一
が大きいのは「清潔ー不潔」の項目で、 2年生の
方が「清潔」とイメージしており、 1%水準で有
意差がみられた。そのほか「陽気な一陰気な」、
「わかりやすい一わかりにくい」、「静かな一騒々
しい」の項目において、 2年生の方が「陽気な」、
「静かな」、「わかりやすい」、とイメー ジしており、
5%水準で有意差がみられた。 1年生と 3年生で
は、「繊細な一大阻な」の項目において、 3年生
の方が「繊細」とイメージし、 5%水準で有意差
がみられた。
一方、属性(年齢、性別、学歴、 2年課程入学後
の勤務状況)や、職業意識(看護職を決定した時
期、看護職を選択した理由、 2年課程へ進学した
理由)と「看護婦」のイメージとの関連について
は、有意差がみられなかった。
2) S. D. Scaleによる就業経験別にみた「看護婦」
のイメージ
就業経験を4つのカテゴリーに分け、それぞれの
「看護婦」のイメージとの検定をした結果が
Table 12であり、 15項目に有意差がみられた。
以下、それぞれのカテゴリーとの関連について述
べる。
(1 )准看護婦としての就業経験をもっ学生と、助
手のみの経験・他職種のみの経験・及び勤務
経験の無い学生との比較
准看護婦としての就業経験をもっ学生と他職種
のみの学生との比較では、「わかりやすい一わか
りにくい」の項目において、准看護婦としての就
業経験をもっ学生の方が「わかりやすい」とイメー
ジしており、 1%水準で有意差がみられた。「清
潔な一不潔な」、「静かな一騒々 しい」、「しゃれたー
やぼったい」の項目においては、准看護婦として
の就業経験をもっ学生の方が「清潔な」、「静かな」、
「しゃれた」とイメージしており、 5%水準で有
意差がみられた。また、准看護婦としての就業経
験をもっ学生と就業経験のまったくない学生との
比較では、「鮮やかな一淡い」、「洗練されたー粗
野な」、「深みのある一うすっぺらな」の項目にお
いて、就業経験のまったくない学生の方が「鮮や
かな」、「洗練された」、「深みのある」とイメージ
し、 0.1%水準で有意差がみられた。「大きい一小
さい」の項目においては、就業経験のない学生の
方が「大きい」イメージをもっており、 1%水準
で有意差がみられた。
(2)助手経験のみの学生と、他職種のみの経験及
び勤務経験のない学生との比較
助手経験のみの学生と他職種のみの学生との比
Table 12 就業経験男IJr看護婦」のイメー ジ検定
准看護婦経験あり 助手経験のみ 他職種のみ
形容詞対尺度 ，/ ¥、 / 
助手のみ他職種勤務経験なし 他職種勤務経験なし 勤務経験なし
楽しい つまらない *. * * 
日音b、 明るい * 
のんびりした はりつめた * 
陽気な 陰気な ** 
静かな E重々しし、 * * 
落ち着いた 活発な 本
大きい 小さし、 ** *本* * 
しゃれた やぼったい * *** * * 
深みのある うすっぺらな *** *** 
洗練された 粗野な *** *** 
わかりやすい わかりにくい ** ** 
鮮やかな 淡い *** *** * 
現実的な 幻想的な *** *** 
清潔な 不潔な * *** * 
新しい 古い * * 
*p<0.05 * *pく0.01 ***pく0.01
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較では、「しゃれたーやぼったい」、「現実的な一
幻想的な」、「清潔な一不潔な」の項目において、
他職種のみの学生の方が「やぼったL、」、「現実的
な」、「不潔な」イメージをもっており、 0.1%水
準で有意差があり、「わかりやすい一わかりにく
い」の項目においては、他職種のみの学生の方が
「わかりにく L、」とイメー ジし、 1%水準で有意
差がみられた。「楽しい一つまらなLリ、「静かな一
騒々しLリ、「落ち着いた一活発な」の項目におい
ては、他職種のみの学生の方が「楽しい」、「騒々
しLリ、「活発な」とイメージし、 5%水準で有意
差があった。また、勤務経験のない学生との比較
では、「大きい一小さい」、「深みのある一うすっ
ぺらな」、「洗練された一粗野な」、「鮮やかな 淡
い」、「現実的な一幻想的な」の5項目において、
勤務経験のない学生の方が「大きL、」、「深みのあ
る」、「洗練された」、「鮮やかな」、「現実的な」イ
メージをもっており、 0.1%水準で有意差がみら
れた。「陽気な 陰気な」の項目では、助手経験
のある学生の方が「陽気な」イメージをもってお
り、 1%水準で有意差がみられた。「楽しい一つ
まらなL、」、「暗い一明るL、」、「しゃれたー やぼっ
たい」、「新しい古い」の4項目においても 5%
水準で有意差があり、勤務経験のない学生の方が
「楽しL、」、「明るL、」、「しゃれた」、「新しい」イ
メージをもっていた。
(3)他職種経験のみの学生と勤務経験のない学生
との比較
他職種経験のみの学生と勤務経験のない学生と
の比較では、「楽しい一つまらなLリ、「のんびり
したーはりつめた」、「大きい一小さL、」、「しゃれ
たーやぼったしリ、「鮮やかな一淡い」、「清潔な一
不潔な」、「新しい一古L、」の7項目に 5%水準で
有意差があり、勤務経験のない学生の方が「楽し
い」、「のんびりしたよ「大きL、」、「しゃれた」、
「鮮やかな」、「清潔な」、「新しい」イメー ジをもっ
ていた。
3) S. D. scaleによる准看護婦としての就業期間別
にみた「看護婦Jのイメージ
准看護婦としての経験をもっ学生の就業期聞を4
区分に分け、それぞれの「看護婦」のイメージと
の検定をした結果がTable13であり、 10項目に
有意差がみられた。以下、それぞれの区分との関
連について述べる。
(1) 3 年未満と、 3~5 年未満・ 5 ~10未満及び
10年以上の経験をもっ学生との比較
3年未満と 3""'5年未満の比較では、「深みの
ある一うすっぺらな」、「広い 狭い」の項目にお
いて、 3""'5年未満の方が「うすっぺらな」、「狭
い」イメージをもち、 1%水準で有意差がみられ
た。「美しい みにくい」の項目では、 3""'5年
未満の方が「みにくい」イメージをもっており、
5%水準で有意差があった。また、 5，.，10年未満
Table 13 准看護婦としての就業期間別『看護婦」のイメー ジ検定
3年未満 3~5 年未満 5~10年未満
形容詞対尺度 ~ v ¥、 / ¥ v 
3~5 5~10 10 年 5~10 10 年 10 年
年未満 年未満 以上 年未満 以上 以上
美しい みにくい * 
楽しい つまらない 牢牢 牢
暗い 明るい *本 * 
落ち着いた活発な *** * 
しゃれた やぼったい 本
深みのある うすっぺらな 牢牢 本
被雑な 単純な *牢牢
広い 狭い ** * 
現実的な 幻想的な ** 
清潔な 不潔な * 
*p<0.05 * *p<O. 01 本木本p<O.OOI
との比較では「落ち着いた一活発な」、「暗い一明
るい」、「広い一狭い」の項目で、 5....10年未満の
方が「落ち着いた」、「暗い」、「狭い」とイメージ
しており、それぞれ0.1%、 1%、5%水準で有
意差がみられた。さらに10年以上との比較では、
「複雑な一単純な」の項目において、 10年以上の
方が「単純」とイメージし、 0.1%水準で有意差
があり、「楽しい一つまらない」、「現実的な一幻
想的な」の項目で、 1昨以上の方が「つまらない」、
「幻想的」とイメージし、 1%水準で有意差があっ
た。また、「しゃれたーやぼったい」、「深みのあ
る一うすっぺらな」の項目において、 5%水準で
有意差があり、 10年以上の方が「うすっぺら」で
ある一方、「しゃれた」というイメージをもって
いた。
(2)3-5年未満と 5-10年未満及び10年以上の
経験をもっ学生との比較
3....5年未満と 5....10未満との比較では、「落
ち着いた一活発な」の項目に5%水準で有意差が
あり、 5....10年未満の方が「落ち着いたJとイメー
ジしていた。また、 10年以上との比較では、「清
潔な一不潔な」の項目に5%水準で有意差があり、
10年以上の方が「清潔」とイメージしていた。
(3)5 ....10年未満と10年以上の経験をもっ学生と
の比較
5....10年未満と10年以上との比較では、「暗い一
明るい」、「楽しい一つまらない」の項目に5%水
準で有意差があり、 10年以上の方が「暗い」、「つ
まらなL、」とイメージしていた。
N.考察
1.対象の属性
一般に2年課程の看護学生は、他の課程と比較し
て、平均年齢が高く、年齢構成の範囲も広いといわ
れているのωωωが、今回の調査でも同様の結果が
得られた。また、ほとんどの学生が高等学校卒業の
一般学歴をもち、中には短期大学、大学卒業後に入
学してきている学生もわずかながらいた。かつて、
准看護婦課程には、経済的理由で高校進学を断念し、
就業しながら資格を取得する者も多かったという。
しかし、高度経済成長期を経て日本が「豊かな時代J
となった今、准看護婦課程入学生のほとんどか胃校
卒業の一般学歴を有し、経済的理由で就業しながら
就学するということももはや必須条件ではないとい
える。むしろ、r3年課程に合格できなかったから」
という理由で、准看護婦学校へ入学し、准看護婦課
程卒業後すぐに2年課程へ進学する学生が増加して
いる。
また、 2年課程定時制の看護学生は、就学と就業
を両立している割合が高いといわれている附叫ωが、
今回の調査においても同様の結果が得られ、ほとん
どの学生が勤労学生であった。
以上のことから、 2年課程定時制の看護学生は、
他の課程と比較して、背景が多様であるといえる。
年齢の幅が広く、学歴も様々であること、ほとんど
の学生が入学後も就業しながら就学していること等
から、多様な生活歴やライフスタイル、価値観の違
いを考慮した指導のあり方について、充分検討する
必要がある。日本看護協会が調査した結果1のによる
と、勤労学生が抱えている問題として、「自分の時
聞がとれない」や「睡眠不足」と答える者が多い。
学校をやめようと思った理由も、 2年課程定時制の
学生の場合には、圧倒的に「就業と就学との両立の
限界」、「体力の限界」等をあげている者が多い。こ
のように勤労学生が持つ問題は切実で、就業と就学
との両立がいかに大変かがわかる。さらに、不規則
な生活や時間的余裕の不足に加え、カリキュラムの
過密性も、一層学生の問題を深刻なものにしている
ようである。先のカリキュラム改正のねらいは「ゆ
とり」の追及が大きな焦点となったが、 2年課程定
時制教育の実態は、指定規則に定められた時間数を
消化するのが精一杯で、このねらいには到達してい
ないのが現状といえる。しかし、本来「看護」とい
う仕事のもつ特性から考えれば、人間理解の土台と
なるような教養に目をむけたり、感性の向上がはか
れるような「ゆとり」を持つことも大切であると考
える。
2.職業意識
看護職を決定した時期は、 3分の1が「高校生」
である。また看護職を選択した理由としては、「資
格取得」、「社会に貢献したい」等をあげている学生
が多いロさらに2年課程への進学理由に約4割の学
生が「准看護婦よりもさらに学習したい」をあげ、
次いで約3割の学生が「看護婦資格取得のため」を
あげている。 2年課程の学生は、他の課程に比べ就
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学意欲が旺盛であるといわれている州側}が、今回の
この結果からも、明確な資格取得という目的意識と、
向学心をもって進学しているということがわかる。
こうした学生の進学への意欲を支え、資格取得と
いう自己実現をめざして、教育環境の整備をはかる
とともに、社会が看護職に期待するニーズに対応で
きるよう、質の向上に向けて教育内容を充実させて
いく必要がある。
3.就業経験
2年課程入学前の就業経験は、約半数の学生が准
看護婦として働いた経験を持っており、看護助手と
しての就業経験をもっ学生も約4割おり、ほとんど
の学生が入学前に医療機関での就業経験があること
になる。また准看護婦としての就業期間は、 3年未
満から10年以上の学生まで様々であるが、学校での
学習に先行して就業経験を有するということは、看
護に対し、より現実的で具体的な視野をもっている
学生が多いともいえる。そうした視野は、学習の場
において教授したことをイメージしやすいという点
から、知識や技術の習得を助けるうえで効果がある
と考えられる。しかし反面、臨床における既習の概
念にとらわれやすく、思考に広がりや柔軟性が欠け
がちであり、時には学生自身のなかで大きな混乱が
生じる場合もある。特にこの傾向は、就業経験の長
い学生の方がより顕著である。従って、このような
学生への教育は、臨床での様々な現象の意味や既習
の知識や技術を確認しながら、学校での学びと重ね
あわせて整理・再構築し、さらに発展していけるよ
う紛、意図的な関わりが必要であると考える。
一方、就業経験のある学生は、未経験者に比べて
学習意欲を喪失することが少なく安定しているωと
いわれている。今回の調査においても、学習の「意
欲」となる資格取得という目的と、旺盛な知的好奇
心が内発的動機付けとなって入学してきた学生が多
いといえるので、そうした学生への指導は、「意欲」
を引き出し、さらに伸ばすことができるようなもの
でなくてはならない。そのためには、個々の学生が
もっ背景を考慮しながら、客観的に現象を構造化し
たり対象化していけるような教育の必要性があると
考える。
4. r看護婦」のイメージ
今回調査した学生のもつ「看護婦」のイメージは、
「現実的」で「深み」があり、「特色のある」、「洗練
された」、「強く」、「広い」、「清潔」、「複雑J、「動的」、
「はりつめた」ものである。このようなイメージは、
入学前の就業経験や日々の臨床経験を通じて想起さ
れたものであると考えられる。また、学年別のイメー
ジ変化で、 1年生に比べ2年生の方が「清潔」とイ
メージしていることは、学習による効果と考えられ、
「陽気」、「わかりやすい」とイメージしたことは、
仕事や現在のライフスタイルにも慣れつつある様子
がうかがえる。また3年生が、「繊細」のイメージ
を強くもっていることは、実習による 1対1の患者一
看護者関係をとおして、人を対象とした「看護」と
いう仕事の特性を意識し始めた結果と言える。
次に、就業経験別にみた「看護婦」のイメージで
は、准看護婦としての就業経験をもっ学生は、他職
種のみの学生に比べて「わかりやすい」、「清潔」、
「静か」、「しゃれた」とイメージしている。これは
現実の体験をとおしてのイメージと推測され、看護
職であることの誇りや充実感が「しゃれた」という
イメージになったのではないかと考える。また、就
業経験のない学生が「鮮やか」、「洗練された」、「深
みのある」、「大きい」イメージをもっていることは、
看護という専門職への憧れと期待が感じられる。一
方、助手経験のみの学生に比べ、他職種のみの学生
や就業経験のない学生がイメージした「現実的」、
「不潔」、「洗練された」、「鮮やか」等は、想像的・
感覚的なものだといえる。
次に、准看護婦としての就業期間別にみた「看護
婦」のイメージは、 3年未満と比べて3--5年未満
では、「うすっぺら」で「狭い」とイメージしてい
ることは、ある程度の実務経験を重ねて仕事にも慣
れた結果、当初の期待や希望が薄れたためと考えら
れる。また、 5--10年未満で、「落ち着いた」、「暗
い」等とイメージしたことは、仕事の定着と、新鮮
な感動や気づきの減少を表し、 10年以上では、「単
純」で「つまらない」とさえイメージしており、こ
れはさらにこの傾向が強くなった結果といえる。
このように、就業経験による「看護婦」のイメー
ジへの影響は明確であった。ある事柄に対する評価
の結果が情緒的に想起されたものがイメージであ
るmといわれるとおり、イメージが生じる背景には、
それに先行する何らかの事柄が存在すると考えられ
る。今回の調査では、就業経験がその事柄で、それ
と自分との関係について評価した結果が「看護婦」
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のイメージとなって想起されたものだといえる。ま
たイメージは、それを生じさせている背景となるも
のを客観的に観察し捉えることにより、事柄と自分
との関係の持ち方を調整することが可能で2ヘここ
にイメージ化することの意義がある。こうしたこと
をふまえ、今後、教育内容を充実させ、より望まし
いイメージへの変容をはかる必要性がある。
V.まとめ
本研究は、看護学生の「看護婦」のイメージ形成
に影響をおよぼす要因を明らかにするため、先行す
る就業経験とイメージとの関連について、看護婦2
年課程定時制の学生96名を対象に調査し、以下の結
果を得た。
1. 2年課程定時制の学生104名中、 96名(回答率
92.3%)の平均年齢は高く、 25.17歳で、年齢構
成も19--45歳と範囲が広L、。
2.一般最終学歴は、 93.8%が高等学校卒業で、専
門学歴として卒業した准看護婦課程の就学樹調は、
87.5%が准看護婦養成所であった。
3. 2年課程入学後もアルバイトを含め93.7%の学
生が就学と就業とを両立しており、 75.6%カ病院、
16.7%が有床診療所、 7.8%が無床診療所に勤務
している。勤務する診療科は、内科22.2%、精神
科14.4%、 2診療科以上の混合13.3%の順である。
4.看護職を決定した時期は、 30.2%が「高校生」、
次いで「中学生」、看護職を選択した理由は、「資
格取得のため」が18.8%、「社会に貢献したい」
が16.7%、「身近にいた看護職の影響」が12.5%
であった。
5. 2年課程への進学理由は、 40.6%が「准看護婦
よりもさらに学習したい」、 33.3%が「看護婦資
格取得のため」で、学習意欲や資格取得という目
的意識が進学の動機となっている。
6. 2年課程入学前の就業経験は、 49.0%が准看護
婦として働いた経験を有しており、看護助手とし
ての経験を有する学生も42.7%であった。また准
看護婦としての就業期間は、 55.3%が3年未満で、
10年以上の学生が12.8%であった。
7. S. D. Scaleによる「看護婦」のイメージは、
7段階評定で、中心のO点から士1.0以上の項目
は15項目あり、「現実的」、「深みのある」、「特色
のある」、「複雑」、「強い」、「はりつめた」、「重油守」、
「洗練された」等の順でイメージしていた。
8.学年別にみた「看護婦」のイメージでは、 5項
目に有意差 (p<0.05，p<O.Ol)があり、 2年生
が1年生に比べ、 1%水準の有意差で、「清潔」と
イメージし、 3年生が1年生に比べ、 5%水準の
有意差で「繊細」とイメージしていた。
9. S. D. Scaleによる就業経験別にみた「看護婦」
のイメージは、 15項目の形容調対尺度に有意差
(p<0.05， pく0.01， p<O.OOl)がみられた。
10. S. D. Scaleによる准看護婦としての就業期間
別にみた「看護婦」のイメージは、 10項目の形容
調対尺度に有意差 (pく0.05，pく0.01，pく0.000
がみられた。
これらのことから、 2年課程看護学生の入学前の
就業経験が「看護婦」のイメージに影響を及ぼすー
要因として関連があることが明らかとなった。今後、
こうした学生のもつ背景を考慮した教育環境の整備
や、教育内容の充実をはかる必要がある。
羽.おわりに
看護学生の「看護婦」のイメージ形成に影響を及
ぼす要因として、就業経験との関連性について知る
ことができた。今回は 1教育機関における限られた
対象数から得られた結果であるため、さらに調査・
検討を重ね、より望ましいイメージの変容を期待し
て、教育の充実をはかる必要がある。最後に調査に
ご協力いただいた学生諸氏に心より!蕗射いたします。
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Analysis of factors which influence the formation of the image of "the nursew 
Motomi NegishP) Kimiko Kashiro2) 
abstract 
We made investigation on 96 students of a part-time co11age of two-year course of nursing that many stu-
dents had experience in working before entrance， with the aim of clarifying the relation to experience in 
working as factors which influence the formation of the image of “the nurse" of students of nursing. 
With the result that clarified the relation between the formation of the image of “the nurse" and preced-
ing experience in working and we got suggestion about future education. 
The findings are as fo11ows; 
1. The average age of the students is higher than that of students of other course， and the range of con-
stituent ages is wider. 
2. Almost a1 the students have had general education-that is， they graduated from high school一， and 
many of them graduated from nursing school as a means to take a course in practical nurses. 
3. Almost a1 the students are what is ca11ed working students who have been working aft釘 theyen-
tered a two-year course. 
There are more students who work for hospitals than for clinics. Departments for which they 
work are internal medicine， psychiatry， mixedness and obstetrics and gynecology in order of num-
bers. 
4. Half of the students decided to be nurse in their high school days or junior high school days. 
5. The reasons that the students selected nursing are “to obtain a license" ，“to contribute to society" 
and "influence of a nurse they were familiar with" in order of maunders. 
6. Most of the reasons that the students entered a two-year course are “to study more not to stay a prac-
tical nurse" and “to obtain a nurse's license'¥ 
7. As to experience in working before entrance into a two-year course， half of the students has experi-
ence in working as a practical nurse. As to period ， half of them worked for less than three years 
and some students did for more than ten years. 
8. The image of "the nurse" which was investigaぬdaccording to experience in working by S. D. Scale 
showed significant difference in the scale of adjective pairs in fifteen items. 
9. The image of “the nurse" which was investigated according to period in working as a practical nurse 
by S.D.Scale showed significant difference in the scale of adjective pairs in ten items. 
Key Word : a part-time co11age of two-year course 
experience in working 
Semantic Differential Technique 
the image of“the nurse" 
the formation of image 
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